
　　　平成２０年度の我が国経済は、資源の高騰や米国の金融問題を契機とした世界的な景

　　気後退、実体経済の悪化などにより内需、外需とも極めて厳しい状況に陥りました。

　　　また、地方経済を取り巻く環境も百年に一度と言われる未曾有の経済不況の中にあっ

　　て、企業の撤退や倒産、雇用情勢の悪化などにより激変し、その影響から地方自治体の

　　財政が深刻化する事態を招いたことから、国において、厳しい経済情勢を踏まえた緊急

　　経済対策として、国民生活の不安解消と雇用維持を図るため、２次にわたる補正予算を

　　計上するなど地方自治体への影響に配慮した様々な財政措置が講じられました。

　　　このような状況下において、本市も国の地域経済の活性化や市民生活支援等の対策に

　　係る予算を有効に活用することを第一に、真に必要な施策を打ち出しましたが、国の補

　　正財源の大半が国の借金である国債により賄われていること、景気後退による国税や地

　　方税の大幅な減収が予想されること、さらには行政改革や財政健全化の取組の推進など

　　による地方行政経費の削減、抑制を求める国の自治体行財政の縮小基調に変わりがない

　　ことに鑑み、今後も厳しい財政運営を余儀されるものと危惧しながら、補正予算を計上

　　したところであります。

　　　予算の執行にあたりましては、将来にわたり持続可能な財政基盤の確立に向け、執行

　　方針に基づきながら、第４次芦別市総合計画及び芦別市財政健全化計画の着実な実行を

　　を基本として、様々な行政課題に対応いたしましたが、特に、地域経済の活性化と雇用

　　確保、生活環境の向上、地域の振興に資する社会資本整備事業として、道路整備、公営

　　住宅建替、森林環境保全整備、学校施設整備、上下水道整備などを実施するとともに、

　　市民生活の向上や少子高齢化に対応した福祉・医療・教育の充実に鋭意努めてまいりま

　　した。

　　　この結果、各会計の決算状況は、次のようになったところであります。

予 算 の 執 行 と そ の 概 要



一　般　会　計

　１　予算規模及び収支状況（表１参照）

　　　平成２１年度の予算額は、当初予算において１０３億３，２００万円を計上する

　　とともに、年度途中に専決処分を含めて１２回にわたり８億７，０６８万１千円の

　　追加補正を行った結果、１１２億２６８万１千円となり、これに、平成２０年度繰

　　越明許費５億４，１００万４千円を加えた予算総額は１１７億４，３６８万５千円

　　となり、前年度の予算総額と比較すると６，０４６万３千円（０．５％）の増加と

　　なりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額１１５億４，５７８万２千円、歳出決算額

　　１１２億８，７３２万８千円となり、歳入歳出差引き２億５，８４５万４千円の剰

　　余金が生じたので、全額を翌年度へ繰り越しました。

　　　なお、平成２１年度の単年度収支は、この額から平成２１年度の繰越明許費

　　２，３２０万６千円と前年度の実質収支１，８３２万を差し引いた

　　２億１，６９２万８千円の黒字となりました。

　　表１　歳入歳出決算額の対前年度比較
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(イ)

480.7
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235,248,672
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（単位：円・％）
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　２　歳入の状況（５ページ表２及び７ページ表３参照）

　　　平成２１年度の歳入決算額は、１１５億４，５７８万２千円となり、前年度と比

　　較すると５億２，０８７万５千円（４．７％）の増加となりました。

　　　歳入決算額の主な増減を款別にみますと、

　　　市税については、２，１６７万７千円（１．３％）の減少となりましたが、これ

　　は、固定資産税、軽自動車税が増加となったものの、市民税、市たばこ税、鉱産税、

　　入湯税、都市計画税が減少したことによるものであります。

　　　地方譲与税については、１，０５９万１千円（６．８％）の減少となりましたが、

　　これは、地方揮発油譲与税２，３３６万５千円（皆増）が増加となったものの、自

　　動車重量譲与税１，２２２万２千円（１０．４％）、地方道路譲与税

　　２，１７３万４千円（５７．５％）が減少したことによるものです。

　　　利子割交付金については、６４万５千円（１１．４％）の減少となりました。

　　　地方消費税交付金については、３６９万５千円（２．２％）の増加となりまし

　　た。

　　　地方特例交付金については、６６万４千円（４．９％）の増加となりましたが、こ

　　れは、平成２０年度限りの地方税等減収補てん臨時交付金（２２２万２千円）が皆減

　　となったものの、地方特例交付金減収補てん分３４５万円（８４．０％）等が増加し

　　たことによるものです。

　　　地方交付税については、２億１，５４１万８千円（４．５％）の増加となりました。

　　これは、普通交付税１億７，２６２万１千円（４．２％）、特別交付税

　　４，２７９万７千円（６．４％）がそれぞれ増加したことによるものであります。

　　　国庫支出金につきましては、８億２，０２４万９千円（７９．５％）の増加となり

　　ましたが、これは、子育て応援特別手当交付金、地域活性化・緊急安心実現総合対策

　　交付金、建設機械整備費補助金等が減少となったものの、公営住宅整備事業費交付金、

　　地域活性化・経済危機対策臨時交付金、定額給付金給付事業費補助金、地域活性化・

　　生活対策臨時交付金、地域活力基盤創造交付金等が増加したことによるものであります。



　　　道支出金については、２，８２１万７千円（４．９％）の増加となりましたが、

　　これは、障害者福祉費補助金、高齢者等の冬の生活支援事業費補助金、重度心身障

　　害者医療費補助金、道税徴収委託金等が減少となったものの、森林環境保全整備事

　　業費補助金、緊急雇用創出事業補助金、衆議院議員選挙委託金等が増加したことに

　　よるものであります。

　　　繰入金については、３，８２３万９千円（２２．０％）の減少となりましたが、

　　これは、芦別市減債基金繰入金、桜ヶ丘霊園基金繰入金、合宿振興基金繰入金等が

　　増加したものの、三井地域振興基金繰入金、社会福祉事業推進基金繰入金、企業振

　　興基金繰入金等が減少したことしたことによるものです。

　　　市債については、２億５，７１８万９千円（５５．９％）の増加となりましたが、

　　これは、道路新設改良整備事業債、建設機械購入事業債、高金利対策借換債が減少

　　となったものの、公営住宅整備事業債、臨時財政対策債が増加したことによるもの

　　であります。

　　　その他の収入については、７億３，３４０万５千円（３７．３％）の減少となり

　　ましたが、これは、寄付金１，３９６万５千円（１５３．６％）、繰越金

　　３３８万１千円（４．５％）等が増加したものの、分担金及び負担金

　　６４５万４千円（１１．４％）、財産収入２，３４９万６千円（３９．５％）、使

　　用料及び手数料１，２５４万１千円（２．８％）、諸収入６億９，７３９万３千円

　　（５４．９％）等が減少したことによるものです。



　　表２　主な歳入決算額の対前年度比較

　　

　　

　歳入決算額の款別内訳は、２０ページ「第１表　各款別決算額表」のとおりであります。
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14.6 1,709,032 15.5 △ 1.3
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（Ａ）
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1,851,962 16.0
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1.5

14,083 0.1

4,985,522 43.2
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11,545,782 100.0
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1,031,713 9.4
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△ 21,677
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△ 645

3,695

△ 733,405

28,217

173,930 1.6

520,87511,024,907 100.0

2.2

4.9
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257,189

664

215,418
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4.7

（単位：千円・％）
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　　　次に、歳入を依存財源と自主財源別でみますと、

　　　依存財源は、８８億２４２万１千円（構成比７６．２％）で前年度と比較すると

　　８億６，７６６万２千円（１０．９％）の増加となりましたが、これは、地方譲与

　　税、自動車取得税交付金、諸収入等が減少となったものの、地方消費税交付金、地

　　方交付税、国庫支出金、道支出金、起債等が増加したことによるものであります。

　　　自主財源は、２７億４，３３６万１千円（構成比２３．８％）で前年度と比較す

　　ると３億４，６７８万７千円（１１．２％）の減少となりましたが、これは、繰越

　　金が増加となったものの、市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、

　　諸収入等が減少したことによるものであります。

　　表３　依存財源と自主財源別の対前年度比較

　歳入の決算内訳は、２４ページ「第２表　歳入内訳」のとおりであります。

（単位：千円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） 構成比 （Ｂ） 構成比 （Ａ）－（Ｂ）

依　存　財　源

うち地方交付税

自　主　財　源

76.2 7,934,759 72.0 867,662

23.8 3,090,148

うち市　税

うち諸収入

合　　　　計

8,802,421

2,743,361

573,258

1,687,355

14,854

10.9

4,985,522 43.2 4,770,104 43.3 215,418 4.5

28.0 △ 346,787 △ 11.2

△ 21,677 △ 1.314.6 1,709,032 15.5

2.7

11,545,782 100.0 11,024,907 100.0 520,875 4.7

5.0 558,404 5.1



　３　歳出の状況（９ページ表４参照）

　　　平成２１年度の歳出決算額は、１１２億８，７３２万８千円となり、前年度と比

　　較すると３億４，１０９万７千円（３．１％）の増加となりました。

　　　この歳出決算額の主なものをみますと、義務的経費については、全体で

　　６，０２０万４千円（１．２％）の減少となりましたが、これは、人件費

　　３，０７５万７千円（１．４％）、扶助費１，６９８万３千円（１．２％）、公債

　　費１，２４６万４千円（０．８％）が減少したことによるものであります。

　　　投資的経費については、１億９，１１８万１千円（１５．６％）の増加となりま

　　したが、これは、普通建設事業費１億９，１１８万１千円（１５．６％）が増加し

　　たことによるものです。

　　　その他の経費については、２億１，０１２万円（４．６％）の増加となりました

　　が、これは、物件費２，０５９万３千円（１．５％）、積立金

　　２，１４８万円８千円（３６．３％）、投資及び出資金５８万４千円（０．３％）、

　　貸付金４，３２５万９千円（２２．５％）、繰出金８，８５７万３千円（６．９％）

　　が減少となったものの、維持補修費４，２５３万７千円（３２．９％）、補助費等

　　３億４，２０８万円（２６．７％）が増加したことによるものであります。

　　　次に、財政構造の弾力性を示す経常収支比率については、前年度の９６．３％か

　　ら９２．５％と３．８ポイント好転しております。

　　　なお、一般財源不足分を補てんするために発行した臨時財政対策債を経常的一般

　　財源収入に加えた場合の実質的な経常収支比率は、前年度の９２．５％から

　　８７．２％と５．３ポイント好転しております。



　　表４　歳出決算額の対前年度比較

　性質別の決算内訳は、２８ページ「第４表　歳出内訳及び一般財源充当表」のとおりで

あります。
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11.0%

8.7%

41.3%

45.3%

20.5%

20.4%

12.4%
12.6%

14.0%

11.2%

41.7%

19.7%

12.0%

13.4%

42.2%

12.5%



　４　事業の概要

　　　平成２１年度の主な事業としては、

　　・　情報ネットワーク機器整備事業

　　・　総合福祉センター整備事業

　　・　し尿収集車購入事業

　　・　桜ヶ丘霊園整備事業

　　・　森林環境保全整備事業

　　・　新産業創造等事業

　　・　スーパープレミアム商品券発行事業

　　・　道路新設改良工事費（上芦別あかしや１号線ほか５路線）

　　・　小型ロータリ除雪車購入事業

　　・　公営住宅建替事業（あけぼの団地・さつき団地）

　　・　防火服整備事業

　　・　学校情報通信技術環境整備事業

　　などがあげられます。これらの事業の成果は、３０ページ「第５表主要事業等実施の

　　状況」のとおりであります。

11,865 千円

34,896 千円

525,667 千円

19,270 千円

58,642 千円

12,164 千円

19,268 千円

78,667 千円

63,314 千円

53,618 千円

16,800 千円

231,000 千円



　５　地方債の状況（表５参照）

　　　地方債の現在高は、１０４億４，４３０万６千円となり、前年度に比べて

　　２億９，４６９万２千円（２．７％）の減少となりました。

　　表６　年度末現在高と地方債元利償還金の対前年度比較

　地方債の内訳は、１２２ページ「第６表地方債の状況」のとおりであります。

利　　　子

公 債 費 比 率

区　　　分

1,515,901

平成２１年度

元　　　金

197,347

9.4

1,318,554

717,666

増減率

10,738,998 △ 2.7

（Ａ） （Ｂ）

10,444,306

比較増減
（Ａ）－（Ｂ）

55.9

△ 0.8

0.5

△ 9.0

△ 12,888

216,786

6,551

（単位：千円・％）

△ 19,439

△ 1.0

460,477

1,528,789

△ 294,692

257,189

8.0 △ 1.6起 債 制 限 比 率

平成２０年度

年 度 末 現 在 高

起 債 発 行 額

元 利 償 還 金

10.4

9.6

1,312,003



　特　別　会　計

　１　奨学資金特別会計

　　　本会計は、向学心に燃えながら経済的な理由により修学困難な学生に対し奨学資

　　金を貸与し、等しく教育を受ける機会を与える目的のため設置したもので、当初予

　　算において１，９０８万３千円を計上し、年度途中に２４８万９千円の追加補正を

　　行った結果、 終予算額は２，１５７万２千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額２，１９９万円、歳出決算額２，１４９万２千円

　　となり、歳入歳出差引き４９万８千円の剰余金が生じたので、これを全額奨学基金

　　に積み立てました。

　２　国民健康保険特別会計

　　　本会計は、被保険者の疾病、負傷、出産及び死亡に関し、必要な保険給付等を行

　　う医療保険を目的として設置した国民健康保険事業の収支を明確にし、健全な運営

　　を期すもので、当初予算において２８億３，５２６万８千円を計上し、年度途中に

　　９，３０１万７千円の減額補正を行った結果、 終予算額は

　　２７億４，２２５万１千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額２７億８，０３７万５千円、歳出決算額

　　２６億２，９３３万２千円となり、歳入歳出差引き１億５，１０４万３千円の剰余

　　金が生じたので、これを全額国民健康保険基金に積み立てました。

歳入決算額 2,780,374,996 2,783,293,079 △ 2,918,083

55.4

実 質 収 支 151,043,930 97,195,133 53,848,797 55.4

差 引 き 151,043,930 97,195,133 53,848,797

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

△ 0.1

歳出決算額 2,629,331,066 2,686,097,946 △ 56,766,880 △ 2.1

歳出決算額

歳入決算額

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

0.7

△ 1.4

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

21,839,032

21,792,292

46,740

46,740実 質 収 支

差 引 き 966.5

966.5

21,990,278

21,491,817

498,461

498,461

451,721

451,721

151,246

△ 300,475

歳入歳出決算額の対前年度比較
（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）



　３　新城町簡易水道事業特別会計

　　　本会計は、新城地区住民に清浄な飲料水を供給するため設置した簡易水道事業の

　　収支を明確にし、健全な運営を期すもので、当初予算において５９２万１千円を計

　　上し、年度途中に１１万３千円の追加補正を行った結果、 終予算額

　　６０３万４千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額６０６万９千円、歳出決算額５７６万５千円とな

　　り、歳入歳出差引き３０万４千円の剰余金が生じたので、これを全額翌年度へ繰り

　　越しました。

　４　西芦別地区簡易水道事業特別会計

　　　本会計は、西芦別町をはじめとする三井地区住民に清浄な飲料水を供給するため

　　設置した簡易水道事業の収支を明確にし、健全な運営を期すもので、当初予算にお

　　いて１億６，２７８万円を計上し、年度途中に１１９万３千円の減額補正を行った

　　結果、 終予算額１億６，１５８万７千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額１億６，１７０万１千円、歳出決算額

　　１億６，００５万８千円となり、歳入歳出差引１６４万３千円の剰余金が生じたの

　　で、これを全額翌年度へ繰り越しました。

実 質 収 支

差 引 き

歳出決算額

歳入決算額 2,057,346

1,754,755

302,591

302,591

6,069,245

5,765,251

歳入歳出決算額の対前年度比較
（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

303,994

303,994

195.0

228.6

0.5

0.5

4,011,899

4,010,496

1,403

1,403

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

△ 16.4

歳出決算額 160,057,934 193,414,547 △ 33,356,613 △ 17.2

歳入決算額 161,701,154 193,414,547 △ 31,713,393

皆増

実 質 収 支 1,643,220 0 1,643,220 皆増

差 引 き 1,643,220 0 1,643,220



　５　下水道事業特別会計

　　　本会計は、下水道の整備を図るため設置した下水道事業の収支を明確にし、健全

　　な運営を期すもので、当初予算において１２億８，４７９万６千円を計上し、年度途

　　中に７１２万９千円の減額補正を行った結果、 終予算額は１２億７，７６６万７千

　　円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入歳出決算額がともに１２億７，６２２万６千円となり、収

　　支が一致しました。

　６　老人保健特別会計

　　　本会計は、老人医療に関する給付を目的として設置した老人保健事業の医療収支

　　を明確にし、健全な運営を期すもので、当初予算において４１８万６千円を計上し、

　　年度途中に１，２２４万８千円の追加補正を行った結果、 終予算額は

　　１，６４３万４千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額１，２８８万円、歳出決算額１，２３５万４千円

　　となり、歳入歳出差引き５２万６千円の剰余金が生じました。

　　　しかし、これは支払基金交付金及び道負担金の過誤調整金及び国庫負担金の概算

　　交付金が、精算額交付額を上回って交付されたものであり、この超過交付額は翌年

　　度において返還するものであります。

歳入決算額 12,879,789 331,084,022 △ 318,204,233

△ 91.2

実 質 収 支 525,169 6,000,130 △ 5,474,961 △ 91.2

差 引 き 525,169 6,000,130 △ 5,474,961

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

△ 96.1

歳出決算額 12,354,620 325,083,892 △ 312,729,272 △ 96.2

歳出決算額

歳入決算額

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

33.0

33.0

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

959,406,120

959,406,120

0

0実 質 収 支

差 引 き 0.0

0.0

1,276,226,008

1,276,226,008

0

0

0

0

316,819,888

316,819,888

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）



　７　介護保険事業特別会計

　　　本会計は、介護保険に関する給付を目的として設置した介護保険事業の収支を明

　　確にし、健全な運営を期すもので、当初予算において１５億４，０８７万６千円を

　　計上し、年度途中に４，１０２万６千円の減額補正を行った結果、 終予算額は

　　１４億９，９８５万円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額１４億９，１８０万１千円、歳出決算額

　　１４億４，９６５万９千円となり、歳入歳出差引き４，２１４万２千円の剰余金が

　　生じましたので、これを全額翌年度へ繰り越しました。

　　　剰余金のうち、介護給付費等を上回って概算払いされた国及び道からの負担金、

　　支払基金交付金等については、翌年度に確定後、返還するものであります。

　８　介護サービス事業特別会計

　　　本会計は、介護サービス等の提供を目的として設置した訪問看護事業、通所介護

　　事業、介護老人保健施設事業、居宅介護支援事業、地域包括支援事業の各収支を明

　　確にし、健全な運営を期すもので、当初予算において４億５，８０５万５千円を計

　　上し、年度途中に１，８３８万６千円の追加補正を行った結果、 終予算額は

　　４億７，６４４万１千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額４億７，７９５万９千円、歳出決算額

　　４億６，６１７万８千円となり、歳入歳出差引き１，１７８万１千円の剰余金が生

　　じたので、これを全額翌年度へ繰り越しました。

実 質 収 支

差 引 き

歳出決算額

歳入決算額 1,449,994,418

1,395,435,970

54,558,448

54,558,448

1,491,800,722

1,449,659,318

歳入歳出決算額の対前年度比較
（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

42,141,404

42,141,404

2.9

3.9

△ 22.8

△ 22.8

41,806,304

54,223,348

△ 12,417,044

△ 12,417,044

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）

4.6

歳出決算額 466,178,200 443,670,899 22,507,301 5.1

歳入決算額 477,958,857 456,886,869 21,071,988

△ 10.9

実 質 収 支 11,780,657 13,215,970 △ 1,435,313 △ 10.9

差 引 き 11,780,657 13,215,970 △ 1,435,313



　９　後期高齢者医療特別会計

　　　本会計は、高齢者の疾病、負傷又は死亡に関して必要な給付を行うことを目的と

　　して設置した後期高齢者医療事業の収支を明確にし、健全な運営を期すもので、当

　　初予算において２億７，８３３万７千円を計上し、年度途中に２２万１千円の追加

　　補正を行った結果、 終予算額は２億７，８５５万８千円となりました。

　　　予算執行の結果は、歳入決算額２億５，１５０万３千円、歳出決算額

　　２億５，１３７万７千円となり、歳入歳出差引き１２万６千円の剰余金が生じまし

　　たので、これを全額翌年度へ繰り越しました。

0.6

0.7

△ 43.4

△ 43.4

249,963,707

249,741,607

222,100

222,100

1,539,292

1,635,678

△ 96,386

△ 96,386実 質 収 支

差 引 き

歳出決算額

歳入決算額 251,502,999

251,377,285

125,714

125,714

歳入歳出決算額の対前年度比較

（単位：円・％）

区　　　分
平成２１年度 平成２０年度 比較増減

増減率
（Ａ） （Ｂ） （Ａ）－（Ｂ）


